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４０７０（３３８０）百万円の内数１ 漁場環境保全創造事業（継続） , ,

漁場環境の悪化により、効用の低下している漁場の生産力の回復や水産資源の生息場の環

境を改善し、水産資源の生息環境の保全・創造に資することを目的として、堆積物の除去等

を行う。

１００（ ０）百万円２ 漁場漂流・漂着物対策推進事業（新規） ３３８,

漂流・漂着物の発生源対策として、漁業系資材の漁網、発泡スチロール製のフロート及び

プラスチック製品について、モデル地域を選定し、その処理費用の軽減方策及びリサイクル

技術の開発・推進を図るとともに、被害拡大防止のための漁業活動中の漂流物回収に対する

支援を行う。

３ 市民参加による森・川・海を通じた漁場環境保全事業（継続）
２２（２２）百万円の内数

漁業者・市民団体等による海浜の美化活動を支援するため、民間団体を通じ、ゴミの除去

作業に対して清掃資材を提供する。
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２ 漁場漂流物対策推進事業

漁場おける漂流物の処理を実施

漁場環境の改善・保全、被害の拡大防止、水産物の品質向上・安定供給

１ 漂流・漂着物処理推進モデル事業

リサイクル技術の開発

圧縮減容
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